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が
ん
対
策
に
立
ち
上
が
る
女
性

　
生
涯
で
女
性
が
何
ら
か
の
が
ん

と
診
断
さ
れ
る
確
率
は
最
新
の
２

０
１
７
年
の
デ
ー
タ
で

・
２
％

と
半
数
を
超
え
ま
し
た
。

　
が
ん
は
、
男
性
に
多
い
病
気
で

す
が
、

歳
ま
で
は
女
性
の
方
に

多
い
の
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
こ

れ
は
乳
が
ん
、
子
宮
頸
（
け
い
）

が
ん
と
い
う
女
性
特
有
の
が
ん
が

若
い
世
代
に
多
い
か
ら
で
す
。

　
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
刺
激
で
発
症

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
乳
が
ん
は
、

閉
経
直
前
の

代
後
半
に
ピ
ー
ク

が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
か
ら
出
産
・

授
乳
の
生
理
が
止
ま
る
期
間
は
、

こ
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
乳
が

ん
の
発
症
リ
ス
ク
が
大
き
く
減
り

ま
す
。
子
だ
く
さ
ん
だ
っ
た
昔
の

お
母
さ
ん
た
ち
に
は
乳
が
ん
は
少

な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
一
方
、
子
供
を
産
ま
な
い
女
性

も
増
え
た
こ
と
で
、
乳
が
ん
が
急

増
、
日
本
女
性
の
９
人
に
１
人
が

発
症
し
て
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
原
因
の
ほ
と
ん

ど
１
０
０
％
が
性
交
渉
に
伴
う
ウ

イ
ル
ス
感
染
で
す
。
初
交
開
始
年

齢
の
若
年
化
や
性
の
解
放
な
ど
に

伴
っ
て
、

代
が
ピ
ー
ク
で
す
。

〜

歳
代
の
が
ん
の
約
８
割
は

女
性
で
す
か
ら
、
男
性
パ
ー
ト
ナ

ー
に
も
自
分
の
こ
と
と
し
て
の
理

解
が
必
要
で
す
。

　
女
性
が
就
労
人
口
の
半
分
に
迫

ろ
う
と
す
る
現
在
、
企
業
に
お
け

る
が
ん
対
策
が
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
が
議
長
を
務
め
る
厚
生

労
働
省
委
託
事
業
「
が
ん
対
策
推

進
企
業
ア
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
、
女

性
の
経
営
幹
部
や
リ
ー
ダ
ー
が
中

心
と
な
り
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
　

Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
（
Ｗ
　
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｂ

Ｏ
Ｎ
）
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に

は
、
女
優
の
生
稲
晃
子
氏
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
代
表
取
締

役
の
小
室
淑
恵
氏
、
Ｍ
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ

ｒ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ
　
Ｆ
ｕ

ｎ
ｄ
　
Ｌ
．
Ｐ
．
ゼ
ネ
ラ
ル
・
パ

ー
ト
ナ
ー
の
村
上
由
美
子
氏
、
ル

ネ
サ
ン
ス
取
締
役
の
望
月
美
佐
緒

氏
、
ア
イ
ス
タ
イ
ル
取
締
役
の
山

田
メ
ユ
ミ
氏
、
阪
急
阪
神
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
開
発
室
課

長
の
下
瀬
陽
子
氏
ら
、
約

人
が

就
任
し
ま
し
た
。

　
私
も
交
え
た
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議

で
は
、
長
時
間
労
働
に
よ
る
発
が

ん
リ
ス
ク
の
上
昇
、
企
業
に
お
け

る
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の
必

要
性
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

が
ん
患
者
の
働
き
方
改
革
、
男
性

従
業
員
の
家
族
に
向
け
た
検
診
の

啓
発
な
ど
、
雇
用
者
視
点
も
取
り

入
れ
た
議
論
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
乳
が
ん
，
子
宮
頸
が
ん

を
軸
に
、女
性
の
が
ん
に
つ
い
て
、

予
防
と
早
期
発
見
、
就
労
支
援
の

取
り
組
み
を
し
な
や
か
に
、
力
強

く
進
め
て
い
き
ま
す
。
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